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概
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こ

こ

に

江

戸

時

代

末

期

の

京

都

に

住

む

商

人

の

日

記

が

あ

る

。

こ

の

史

料

か

ら

当

時

の

人

々

の

生

活

の

一

端

を

見

て

み

よ

う

と

思

う

。

京

都

に

住

む

町

人

が

、

ど

ん

な

食

べ

も

の

を

食

べ

て

い

た

か

、

ど

ん

な

思

い

で

生

き

て

い

た

の

か

、

食

材

に

地

域

性

は

見

ら

れ

る

か

、

時

代

の

流

れ

に

よ

る

変

化

は

あ

る

の

か

な

ど

、

興

味

は

尽

き

な

い

。

こ

の

日

記

に

は

日

常

の

食

の

ほ

か

に

、

様

々

な

年

中

行

事

や

通

過

儀

礼

の

食

の

記

述

が

あ

る

。

こ

れ

ら

の

行

事

食

に

視

点

を

当

て

、

数

回

に

分

け

て

当

時

の

暮

ら

し

や

食

に

つ

い

て

探

っ

て

み

よ

う

と

思

う

。 

史

料

の

期

間

お

よ

び

形

態 

 

こ

の

日

記

は

全

部

で

二

三

冊

あ

る

が

、

私

的

な

日

記

は

一

六

冊

で

、

残

り

の

七

冊

は

『

町

用

萬

事

諸

控

帳

』

な

ど

の

公

的

な

記

録

で

あ

る

。

幕

末

か

ら

明

治

に

か

け

て

三

八

年

間

に

書

か

れ

た

も

の

で

、

天

保

九

（

一

八

三

八

）

年

～

明

治

九

（

一

八

七

六

）

年

ま

で

の

不

連

続

で

飛

び

飛

び

の

記

録

で

あ

る

。

そ

れ

ぞ

れ

一

年

分

一

冊

に

綴

じ

ら

れ

て

い

る

。 

今

回

取

り

扱

う

日

記

の

期

間

は

私

的

な

日

記

の

一

六

年

間

の

中

か

ら

、

嘉

永

か

ら

明

治

ま

で

の

七

年

分

七

冊

、

そ

れ

は

嘉

永

五

年

、

安

政

四

、

五

、

六

年

、

文

久

三

年

、

慶

応

元

、

四

年

の

一

八

五

二

～

一

八

六

八

年

分

に

限

る

こ

と

に

し

た

い

。 

史

料

の

形

態

は

表

、

裏

表

紙

と

も

厚

紙

の

縦

長

帳

で

、

中

は

半

紙

半

折

綴

じ

、

縦

一

三

㎝

、

横

三

四

㎝

。

表

の

表

紙

は

毛

筆

で

『

日

並

帳

』

右

端

に

年

号

、

裏

表

紙

は

筆

者

の

名

字

が

記

し

て

あ

る

。

（

写

真

１

）
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史

料

の

筆

者 

 
筆

者

は

八

木

清

兵

衛

（

以

後

清

兵

衛

と

称

し

、

日

記

を

清

兵

衛

日

記

と

記

す

）

名

字

帯

刀

を

許

さ

れ

た

商

人

で

あ

る

。

生

ま

れ

た

の

は

文

政

七

（

一

八

二

四

）

年

で

、

住

所

は

京

都

五

条

橋

通

烏

丸

西

入

醍

醐

町

、

居

宅

の

大

き

さ

は

表

口

二

間

半

、

裏

行

は

一

二

間

二

尺

九

寸

。

他

に

土

蔵

と

借

家

を

持

っ

て

い

る

。 

清

兵

衛

の

生

業 

生

業

は

呉

服

商

で

、

仲

買

と

小

売

り

を

営

ん

で

い

る

。

本

家

は

水

口

屋

庄

兵

衛

と

称

す

。

水

口

屋

は

屋

号

で

清

兵

衛

は

水

口

屋

の

別

家

で

、

暖

簾

中

の

筆

頭

別

家

と

も

い

う

べ

き

暖

簾

の

ま

と

め

役

で

あ

る

。

の

ち

に

醍

醐

町

年

寄

役

に

推

挙

さ

れ

て

い

る

。 

清

兵

衛

の

家

族

構

成

（

同

居

人

を

含

む

） 

家

族

は

妻

と

子

ど

も

三

人

で

、

長

女

は

筆

者

が

二

八

歳

の

嘉

永

四

（

一

八

五

一

）

年

に

誕

生

し

、

長

男

は

安

政

四

（

一

八

五

七

）

年

、

次

男

は

文

久

三

（

一

八

六

三

）

年

に

生

ま

れ

た

。

同

居

し

て

い

る

者

は

年

に

よ

っ

て

異

な

る

が

、

乳

母

（

子

ど

も

が

そ

れ

ぞ

れ

小

さ

い

時

に

）

と

奉

公

人

が

男

女

合

わ

せ

て

六

～

七

人

で

あ

る

。 

清

兵

衛

の

日

常

と

活

動 

商

家

の

主

人

で

あ

る

の

で

、

そ

の

務

め

と

町

御

用

な

ど

の

行

政

に

関

わ

る

も

の

か

ら

、

親

類

の

つ

き

あ

い

、

商

売

仲

間

、

趣

味

仲

間

と

の

関

わ

り

な

ど

幅

広

い

。

趣

味

娯

楽

は

、

芝

居

、

狂

言

の

見

物

、

茶

道

、

謡

曲

、

能

の

習

い

事

な

ど

歳

を

経

る

に

従

い

、

徐

々

に

増

え

て

い

る

。 

清

兵

衛

日

記

に

は

物

見

遊

山

の

記

述

も

多

い

。

例

え

ば

花

見

で

は

梅

、

桜

の

ほ

か

に

杜

若

（

か

き

つ

ば

た

）
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萩

、

菊

な

ど

と

紅

葉

狩

り

も

あ

る

。

ま

た

松

茸

狩

り

、

鮎

獲

り

や

船

遊

び

と

い

う

の

も

み

え

る

。

鴛

（

お

し

ど

り

）

を

見

に

い

く

と

い

う

の

も

あ

っ

た

。

自

然

を

、

花

を

愛

で

る

心

は

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

が

、

大

い

に

気

分

転

換

し

た

こ

と

だ

ろ

う

。

清

兵

衛

は

商

家

の

主

人

同

士

で

出

か

け

る

だ

け

で

な

く

、

使

用

人

を

含

め

た

家

族

で

出

か

け

る

事

も

あ

っ

た

。 

生

活

リ

ズ

ム

と

し

て

の

年

中

行

事 

年

中

行

事

は

毎

日

の

生

活

に

リ

ズ

ム

を

作

る

。

年

中

行

事

を

行

う

日

に

つ

い

て

は

「

節

」

と

い

う

語

が

使

わ

れ

る

。

「

節

」

は

竹

の

「

節

目

（

ふ

し

め

）
」

で

あ

り

、

時

間

や

空

間

に

メ

リ

ハ

リ

を

つ

け

る

。 

 

江

戸

時

代

、

幕

府

が

定

め

た

五

節

句

は

中

国

伝

来

の

重

日

の

考

え

を

取

り

入

れ

た

も

の

で

、

吉

の

数

字

の

七

五

三

が

中

心

に

構

成

さ

れ

て

い

る

。

五

節

句

は

一

月

一

日

、

三

月

三

日

、

五

月

五

日

、

七

月

七

日

、

九

月

九

日

で

あ

る

。

い

ず

れ

も

日

本

で

は

水

辺

の

行

事

と

し

て

、

穢

れ

を

祓

え

清

め

る

と

い

う

行

為

が

伴

っ

て

い

る

。

神

霊

を

招

い

て

お

供

え

す

る

の

で

節

句

は

「

節

供

」

で

も

あ

る

。 

日

本

の

公

的

な

暦

で

あ

る

官

暦

は

中

国

伝

来

の

も

の

で

あ

る

が

、

こ

れ

に

対

し

て

、

民

間

歴

の

民

歴

が

存

在

す

る

。

そ

れ

は

満

月

の

夜

す

な

わ

ち

、

一

五

日

を

中

心

と

す

る

考

え

方

で

あ

る

。

小

正

月

の

一

五

日

も

民

間

歴

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

。

ま

た

女

た

ち

の

月

待

ち

行

事

は

妊

娠

や

安

産

を

祈

願

す

る

も

の

で

一

九

夜

待

ち

や

二

十

三

夜

待

ち

と

し

て

伝

統

的

な

形

態

も

民

歴

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

。

民

歴

は

農

山

漁

村

に

定

着

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

が

、

都

市

に

住

む

町

人

に

も

定

着

し

て

い

た

よ

う

だ

。

い

ず

れ

に

し

て

も

官

歴

、

民

歴

の

行

事

は

時

代

の

流

れ

に

よ

っ

て

変

化

し

て

い

る

こ

と

が

推

察

で

き

る

。 
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【

参

考

文

献

】 

・

小

川

直

之

『

日

本

の

歳

時

伝

承

』

角

川

書

店

 

平

成

三

〇

年 
・

宮

田

登

『

正

月

と

ハ

レ

の

日

の

民

俗

学

』

大

和

書

房

 

一

九

九

七

年 

 


